
 

東京都立篠崎高等学校 

全日制課程 

１ 計画の概要 

（１）中高連携事業の取組 

  「地域の中の学校」として、江戸川区立６中学校（鹿骨・篠崎・篠崎第二・瑞江・松江第三 

・小岩第二中学校）と連携し、教育活動の交流を深め、地域の活性化を導く学校づくりを推進す

る。 

（２）保育所や小学校との交流 

 

２ 実施内容 

（１）中高連携事業への取組                                            

①中学校への訪問授業（１７時間、教員１４名）                剣道部活動交流 

 実施教科・科目：国語・数学・英語・理科・音楽・ 

美術            

  ②中学校の教員を対象とする授業公開と中高教員に 

よる教科別研究協議会及び全体会に１２６名参加 ▲体験授業（美術） 

③本校と連携中学校との連絡協議会（５回実施）          

 ④部活動交流・合同練習（剣道部２０回、テニス部３回、柔道部３回） 

 １１月トライ＆チャレンジキャンペーン部活動体験（剣道部など） 

 本校サッカー部生徒による瑞江中学校サッカー部生徒への技術指導 

  ⑤本校文化部発表会への連携中学校の参加 

   （本校和太鼓部・演劇部・ダンス部・華道部・吹奏楽部、連携中学校吹奏楽・ダンス） 

  ⑥本校施設を利用した体験授業（音楽・美術・家庭） 連携中学校３年生２１名参加 

  ⑦中学校と連携してのクリーン作戦 

  ⑧進路講演会 篠崎第二中学校で本校進路指導主幹教諭が講演 

（２）保育所や小学校との交流 

  ①保育園児を体育祭に招待（江戸川区立東篠崎保育園、東篠崎第二保育園） 

  ②夏季休業日に江戸川区立保育園で保育体験を実施（１３名が各５日間実施） 

  ③ダンス部生徒が江戸川区立鎌田小学校すくすくスクールで小学生にダンスを指導     

３．成果と課題等          

【成果】 

・今年度から連携中学校を５校から６校に拡大し、研究協 

議会の分科会を増やし２部構成とし、教科指導、生徒指 

導の在り方などについて、昨年度よりさらに相互理解を 

深めることができた。 

 ・連携中学校教員及び生徒の本校の教育活動に対する関心 

  及び理解を高めることができた。 

【課題】 

・教育課程での連携をどのように拡充していくか。    中高連携研究協議会（１１月２０日)

・文化部発表会を実施するに当たり、会場及び楽器などを運搬する予算を確保するとともに、生

徒・保護者・地域住民へのＰＲを効果的に行い、会場に応じた入場者数を確保すること。 

・研究協議会を実施する際に、本校と連携中学校間での日程調整が難しい。 

 


